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学校教育目標
正しく判断し実践する生徒
「学び」に努力する生徒
心身ともに健康な生徒

ノーベル生理学・医学賞大村智先生のご講演に感動！

校長 池野 透

１０月１９日・２０日、東京国際フォーラムで開催された全日

本中学校校長会に参加しました。今回は、新制中学校７０年目の

節目の年ということで、記念式典があり、皇族を代表して皇太子

ご夫妻が出席し、お祝いの言葉を述べられました。また、２０１

５年ノーベル生理学・医学賞を受賞した化学者、北里大学特別栄

誉教授、大村智先生の記念講演があり、たくさんの感動と勇気を

いただきました。特に、「感謝」と「人材育成」についての内容に感銘を受けました。

１点目、ご講演の第一声は、家族への感謝という言葉でした。先生は、山梨県現在の韮崎市

の農家の長男として生まれたそうです。父に厳しくしつけられ、中学校までは、朝から晩まで

農業に明け暮れ、この経験が労を厭わない心と強靱な体をつくったそうです。また、教師であ

った母からは「教師の資格は自分自身が進歩していること」と常に向上心を忘れず、自己研鑽

に励むことを教えられたそうです。そして、最もかわいがってくれた祖母からは、「人のために

尽くしなさい」と言われたそうです。さらに、今は亡き最愛の妻については、「自分が研究に没

頭できたのは妻のおかげ、私をいつも支えてくれた。ノーベル賞を真っ先に報告したかった」

と語っていました。一方、多くの人との出会いについても感謝したいと述べていました。中学

校の担任の先生は、決して出来のよい生徒でなかった自分のことを、いつも褒めながら伸ばし

てくれたそうです。また、山梨大学、東京理科大学、北里大学の研究室やアメリカへの留学等、

たくさんの先生方から貴重な機会をいただき、研究に邁進することができたそうです。それぞ

れの先生方との出会いがなければ、「２億人を救う特効薬イベルメクチン等」の開発はなかった

と言っていました。今でも自分を導いてくれた先生方との一期一会を大切にしているそうです。

２点目、「人材育成」ですが、大学を卒業した後、東京都の墨田工業高校の夜間部の教師にな

ったそうです。働きながら通う苦学生は卒業できず退学していく者も少なくなかったそうです

が、クラス全員を卒業させるため、熱く励まし、ねばり強く面倒をみたそうです。さらに、次

世代へと研究を発展させるために研究施設や研究制度に着手するなど、質の高い研究者の育成

に尽力しました。大村研究室では、３１名の大学教授と１２０名の博士を輩出したそうです。

大村先生の講演はあっという間の夢のような時間でした。決して年齢を感じさせない、エネル

ギッシュでパワーあふれる言葉は、聴いている者を惹きつけ勇気づけるものでした。私も常に

感謝の心と出会いを大切にし、２１世紀を生きる若者たちを導き育てていきたいと思います。

心豊かな歌声を響かせた校内音楽会
１０月２１日（土）、南河原小学校の体育館をお借りし、多数のご来賓、保護者、地域の皆様

にご臨席を賜り校内音楽会を盛大に開催しました。今年は、スローガン「仲間と響かせよう～心
に夢のメロディを～」のもと、各クラス練習に励み一致団結して心豊かな歌声を響かせました。
また、後半では、リコーダーとピアノ伴奏による音楽鑑賞会を開催し、生徒の感性を磨きました。

《審査結果》
◇最優秀賞 ３年 A組
◇最優秀指揮者賞
福元 允隆(３年 A組)

◇最優秀伴奏者賞
江森 美咲(３年 A組)

南中魂で走り抜いた校内長距離走記録会
１０月２７日（金）、心身の持久力、走力の向上を目指し、第６回校内長距離走記録会を実施

しました。男女とも３ｋｍの距離を一生懸命走り抜きました。ゴール後、生徒の表情は、充実感、
達成感があふれていました。お疲れ様でした。
＜男子の部＞ ＜女子の部＞
１位 磯川 巧真 （３ A）１１’５９” １位 中島 采音 （３ A）１２’５７”
２位 田口 宝 （２ A）１２’０４” ２位 細井 優生 （１ A）１３’２７”
３位 出川 眞 （２ B）１２’１６” ３位 坂本 夢奈 （２ B）１３’５６”
４位 長谷川瑠威 （１ A）１２’２５” ４位 島澤 里帆 （１ A）１４’１２”
５位 今村航汰 （２ B）１２’２５” ５位 清水 恵美 （２ B）１４’２１”

＜入賞おめでとう！（表彰の記録）＞
北埼玉地区中学校秋季総合体育大会兼新人体育大会
○柔 道 男子－５５ｋｇ級 １位 中丸寛太郎 （県大会出場）
北埼玉地区英語弁論大会 優良賞 大金 妃花
埼玉県科学教育振興展覧会北埼玉地区展 最優秀賞 橋本穂乃花（県展出展）
身体障害者福祉のための第５９回埼玉県児童生徒美術展
○さいたま市長賞 吉野 暖都 ○特選 坂井美香子
○入選 早坂 飛真 磯川 賢人 江森 敦 長谷川瑠威 玉木 海帆 久保田皐

大埜 瑞季 斎藤 凜音 江森 美咲 出川 琴音 豊田ちひろ

１１月の主な行事予定

１（水）彩の国教育の日・教育週間 １５（水）第２回歯科健診
２（木）生徒会役員選挙 集会所学習会 １６（木）保育実習（３年）
３（金）文化の日 南河原ふれあい祭り ２１（火）生徒会本部役員引継ぎ式
６（月）ふれあい講演会 ２２（水）生徒会朝会（学級代表）
７（火）職場体験学習（２年）（～９） 生徒会専門委員会 ふれあいデ－

第４回実力テスト（３年） 部活動休止（～２９朝）
８（水）東部北地区音楽会（３年） ２３（木）勤労感謝の日
９（木）合同あいさつ運動（南河原小） ２４（金）テスト直前学習会

１０（金）合同あいさつ運動（北河原小） ２８（火）期末テスト１日目 交通安全集会
全校三者面談（～２０） ２９（水）期末テスト２日目

１１（土）行田市少年の主張大会 ３０（木）集会所学習会
１４（火）県民の日

（発行者：行田市立南河原中学校長 池野 透）


